
７月１２日 全校朝会（放送朝会） 

 「整列入舎」 ～なぜ並ぶのか考えて安全に入舎しよう～  

 ７月の放送朝会は今日が最後です。来週は終業式があり、いよいよ夏休みが始まります。先週

の放送朝会では、工事中の登校についてお話ししました。今日から、これまでと違う並び方にな

りましたが、みなさん上手に並べましたか。今週１週間は、今日のように並び、静かに入舎時刻

になるまで待ちましょう。 

 

 さて、桜野小はなぜ「整列入舎」をしているのでしょうか。桜野小も始めの頃は、８時１５分

に昇降口が開くと、それぞれがばらばらに入舎していたそうです。でも、児童数が増えて、一斉

に大人数が昇降口に押し寄せるようになり、危険な状態になったため「整列入舎」を始めたと聞

きました。しかし「整列入舎」をすれば安全というものでもありません。並んでいたのに、入舎

の時に階段で転び、怪我をしたという例もあります。「整列入舎」は、安全のための取組ですが、

整列している一人一人が「安全に気を付けて入舎しよう」という気持ちをもっていなければ意味

がありません。先生や主事さんから注意されなくても、周りの様子をよく見て、一人一人が気を

付けて入舎することが大切です。 

  

「整列入舎」と似ている言葉で「整列乗車」という言葉があります。今では、電車やバスに乗る

時に並んで待つことは当たり前のことですし、「整列乗車にご協力ください」というアナウンス

もよく耳にします。でも、ホームやバス停ではきちんと並んでいても、ドアが開いた時に前の人

を押すように乗り込んでいく人や、ドアが閉まりそうな時に無理やり走り込む人がいたらどうで

しょう。とても危険ですね。「整列乗車」も形だけの整列ではなく、一人一人が「安全に気を付け

て乗車しよう」という気持ちをもつことが大事だというところは「整列入舎」と同じですね。 

 整列とは並ぶことです。日常生活には並ぶ場面がたくさんあります。私たちはなぜ並ぶのか、

何のために並ぶのか、誰のために並ぶのか、よく考えて理解することが大切です。並ぶ理由の１

つは、もちろん「安全のため」です。それも、自分だけの安全ではなく、自分と周りの人たちみ

んなの安全のためです。そう考えると、並ぶことは「思いやり」や「気遣い」でもあります。 

 さあ、今日は「安全のため」「思いやり」「気遣い」を意識して並ぶことができましたか。 

遊びながら、ふざけながら並んでいる人は、並ぶ目的を理解していないので、怪我をしたり、怪

我をさせたりしてしまうのではないかと心配です。なぜ、並ぶのかを考えて、その場にふさわし

い並び方ができるように、高学年の人はお手本を示してください。 

 

工事は、９月いっぱい続く予定です。２学期には、校庭で並ぶこともできなくなります。そこ

で、朝はビオトープ前の階段から入舎します。入舎時刻になるまで、ビオトープ側の階段の上で

並び、「整列入舎」をします。来週の月曜日と火曜日は、その並び方の練習をしますので、先生方

の指示に従って、上手に並びましょう。登校が早すぎると待つ時間が長くなるので、ちょうどよ

い時間に登校できるようにしましょう。 

  

今日は、なぜ並ぶのか考えて安全に入舎しょうというお話でした。 

 

今日から８月 22 日まで、緊急事態宣言のもとでの生活が続きます。自分や家族、周りの人たち

の健康や安全のため、「人ごみへの外出は控える」「マスク・手洗い・検温などの習慣を続ける」

など気を緩めずに生活しましょう。 


